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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 83,728 13.2 6,723 27.4 7,359 24.6 4,633 39.0
27年3月期第2四半期 73,976 12.7 5,275 4.4 5,906 5.1 3,333 11.4

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 6,427百万円 （175.0％） 27年3月期第2四半期 2,337百万円 （△76.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 57.45 57.41
27年3月期第2四半期 35.95 35.94

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第2四半期 176,663 102,146 50.9
27年3月期 179,856 104,620 51.9
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 89,860百万円 27年3月期 93,321百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 12.00 ― 12.00 24.00
28年3月期 ― 15.00
28年3月期（予想） ― 15.00 30.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 175,000 5.9 14,000 3.8 15,000 1.2 8,500 1.7 105.40



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

（注）自己株式数には、当連結会計期間末に従業員持株会支援信託ＥＳＯＰとして保有する当社株式667,600株を含めて表示しています。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外です。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了し、平成27年11月６日付でレビュー報告書を受領しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当
社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
なお、業績予想については、四半期決算短信（添付資料）４ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 93,767,317 株 27年3月期 93,767,317 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 13,373,951 株 27年3月期 6,941,786 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 80,643,801 株 27年3月期2Q 92,723,723 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

  

 （金額単位：百万円未満切捨て）

  

 当第２四半期連結累計期間の世界経済は、中国の景気減速が続くとともに、その他のアジア地域の景気拡大ペ

ースも鈍化しました。一方で、北米では内需を中心に景気の拡大が続き、欧州でも景気は緩やかに回復しまし

た。日本では、雇用情勢や個人所得の改善により、景気は緩やかな回復基調が続きました。 

 昇降機業界におきましては、中国では、不動産開発投資は低調に推移し、需要は前年同四半期並みとなりまし

た。その他のアジア地域でも需要は停滞しましたが、北米での需要は堅調に推移しました。日本では、首都圏で

複合商業施設の開発計画が継続している一方、建築費の上昇から新規着工を手控える動きも見られました。マン

ション販売は、近畿圏で減少となりましたが、首都圏では前年同四半期並みまで回復しました。 

 このような情勢のもと、当第２四半期連結累計期間の国内新設事業は、首都圏を中心にマンション向けの受注

が堅調であったものの、店舗やオフィス向けの新規開発計画が先送りになったことなどから、受注が減少しまし

た。既設エレベータの安全性・快適性を高めるモダニゼーション事業は、主力商品の「制御盤交換パッケージ」

や適用機種を拡大した「安全向上パッケージ」が堅調に推移しました。 

以上の結果、国内受注高は344億１百万円（前年同四半期比12.9％減）となりました。 

 海外受注高は、北米での増加や円安により、599億８百万円（同16.2％増）となりました。なお、為替変動によ

る影響を除いた海外受注高は、実質1.4％増となっています。 

以上の結果、受注高合計は、943億10百万円（同3.6％増）となりました。 

 売上高は、国内売上高280億74百万円（前年同四半期比4.4％増）、海外売上高556億53百万円（同18.2％増）と

なり、合計で837億28百万円（同13.2％増）となりました。なお、海外売上高は為替変動による影響を除くと、実

質3.3％増となっています。 

 受注残高は、国内受注残高541億43百万円（前連結会計年度末比13.3％増）、海外受注残高1,380億48百万円

（同16.0％増）となり、合計で1,921億92百万円（同15.3％増）となりました。なお、海外受注残高は為替変動に

よる影響を除くと、実質3.1％増となっています。 

 損益面では、営業利益は北米での損益改善および東アジアでの増益により67億23百万円（前年同四半期比

27.4％増）、経常利益は73億59百万円（同24.6％増）となりました。税金等調整前四半期純利益は、73億９百万

円（同22.5％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は46億33百万円（同39.0％増）となりました。 

  

 

    
前第２四半期 
連結累計期間 

当第２四半期 
連結累計期間 

前年同四半期比（%） 
    

（2014年４月１日～ 
 2014年９月30日） 

（2015年４月１日～ 
 2015年９月30日） 

 売上高 73,976 83,728 13.2 

  国 内 26,890 28,074 4.4 

  海 外 47,085 55,653 18.2 

 営業利益 5,275 6,723 27.4 

 経常利益 5,906 7,359 24.6 

 親会社株主に帰属する 
 四半期純利益 

3,333 4,633 39.0 

 １株当たり四半期純利益 35.95円 57.45円 ― 
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 セグメントの業績は、次のとおりです。 

（金額単位：百万円未満切捨て）

  

（日  本） 

 売上高は、新設工事、モダニゼーション工事ともに増加し、304億38百万円 (前年同四半期比3.8％増)となり

ました。営業利益は、外注費増加や円安によるコスト上昇に対し、新設販売価格の改善やモダニゼーション売上

の増加により、19億51百万円（同53百万円増）となりました。 

（北  米） 

 売上高は、新設工事やサービス事業の伸長により、107億18百万円（前年同四半期比36.9％増）となりまし

た。営業損益は、新設工事の採算改善などにより、前年同四半期比４億30百万円改善の１億41百万円の営業損失

となりました。なお、為替変動による影響を除いた売上高は、実質21.0％増となりました。 

（欧  州） 

 売上高は、エスカレータ販売の減少により、２億30百万円（前年同四半期比14.5％減）となり、35百万円の営

業損失（前年同四半期 営業損失16百万円）となりました。 

（南アジア） 

 サービス事業が拡大し、売上高は87億57百万円（前年同四半期比18.0％増）、営業利益は、11億25百万円（同

３億13百万円増）となりました。なお、為替変動による影響を除いた売上高は、実質7.7％増となりました。 

（東アジア） 

 売上高は、円安の効果もあり前年同四半期比15.8％増の399億９百万円となりましたが、為替変動による影響

を除くと中国での減少が影響し、実質0.4％減となりました。営業利益は、香港で採算が改善し、38億22百万円

（同７億37百万円増）となりました。 

  

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末における総資産額は、1,766億63百万円となり、前連結会計年度末に比べ31億

93百万円減少しました。これは主に、商品及び製品、原材料及び貯蔵品の増加に対し、現金及び預金が減少し

たことによります。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ７億19百万円減少し、745億16百万円となりました。これは主に、短

期借入金の増加に対し、電子記録債務および賞与引当金が減少したことによります。 

純資産額は、1,021億46百万円となり、前連結会計年度末に比べ24億74百万円減少しました。これは主に、

利益剰余金の増加35億82百万円に対して、自己株式の取得76億66百万円および非支配株主持分が９億81百万円

増加したことによります。また、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は50.9％（前連結会計年度末比

1.0ポイント減）となり、１株当たり純資産額は1,117.75円（同42.93円増）となりました。 

  

 

  売 上 高 営業利益または営業損失 

  
前第２四半期
連結累計期間 

当第２四半期
連結累計期間

前年同四半
期比（%） 

前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間 

前年同四半
期比増減額 

日  本 29,313 30,438 3.8 1,898 1,951 53 

北  米 7,832 10,718 36.9 △571 △141 430 

欧  州 269 230 △14.5 △16 △35 △18 

南アジア 7,422 8,757 18.0 812 1,125 313 

東アジア 34,465 39,909 15.8 3,085 3,822 737 

小  計 79,302 90,054 13.6 5,206 6,723 1,516 

調 整 額 △5,325 △6,326 ― 68 △0 △69 

合  計 73,976 83,728 13.2 5,275 6,723 1,447 
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②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、222億44百万円となり、前連結会計年

度末に比べ83億58百万円減少しました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

税金等調整前四半期純利益73億９百万円に対し、たな卸資産の増加、仕入債務の減少、法人税等の支払など

で、18億90百万円の収入（前年同四半期比32億50百万円の収入減）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

定期預金（期間が３ヵ月超）の預入れ・払戻しの純額11億77百万円、有形固定資産の取得23億15百万円の支

出などにより、31億円の支出（前年同四半期比25億67百万円の支出増）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

主に自己株式の取得76億66百万円により、76億８百万円の支出（前年同四半期 ４億64百万円の収入）とな

りました。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2016年３月期（2015年４月１日～2016年３月31日）の連結業績予想につきましては、2015年５月13日に公表

した予想を修正しております。 

  

   2016年３月期 連結業績予想数値の修正（2015年４月１日～2016年３月31日） 

 （金額単位：百万円） 

  

修正の理由 

売上高は、前回予想と同額の1,750億円となる見通しです。損益面では、主に中国の景気減速や競争激化によ

り、営業利益は140億円となる見込みです。営業利益の減少に伴い、経常利益は150億円、親会社株主に帰属

する当期純利益は85億円にそれぞれ修正いたします。 

  

（注）上記の業績予想は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいてお 

  り、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく 

  異なる可能性があります。 

 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 175,000 15,000 16,000 9,000 111円81銭 

今回発表予想（Ｂ） 175,000 14,000 15,000 8,500 105円40銭 

増減額（Ｂ－Ａ） ― △1,000 △1,000 △500 ― 

増減率（％） ― △6.7 △6.3 △5.6 ― 

（ご参考）前期実績 
（2015年３月期） 

165,297 13,488 14,826 8,356 90円84銭 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

    該当事項はありません。  

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

    該当事項はありません。  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的

な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸

表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用しております。 

 この結果、当第２四半期連結会計期間末の資本剰余金が０百万円増加しております。なお、当第２四半期連結累

計期間の損益に与える影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 
(2015年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(2015年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 51,674 44,750 

    受取手形及び売掛金 53,184 53,266 

    商品及び製品 6,333 7,658 

    仕掛品 6,403 6,160 

    原材料及び貯蔵品 7,817 9,285 

    その他 8,167 8,859 

    貸倒引当金 △1,445 △1,692 

    流動資産合計 132,134 128,289 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 18,446 20,065 

      機械装置及び運搬具（純額） 2,677 3,111 

      工具、器具及び備品（純額） 1,953 2,028 

      土地 6,948 6,947 

      リース資産（純額） － 14 

      建設仮勘定 2,859 1,881 

      有形固定資産合計 32,885 34,047 

    無形固定資産     

      のれん 685 627 

      その他 3,626 3,671 

      無形固定資産合計 4,311 4,299 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 7,977 7,354 

      長期貸付金 14 14 

      その他 2,662 2,787 

      貸倒引当金 △130 △130 

      投資その他の資産合計 10,524 10,025 

    固定資産合計 47,722 48,373 

  資産合計 179,856 176,663 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 
(2015年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(2015年９月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 15,247 15,796 

    電子記録債務 5,281 4,000 

    短期借入金 7,911 9,351 

    1年内返済予定の長期借入金 352 18 

    未払法人税等 1,706 1,591 

    賞与引当金 3,241 2,691 

    工事損失引当金 6,421 6,251 

    その他の引当金 378 258 

    前受金 22,533 23,010 

    その他 8,333 7,436 

    流動負債合計 71,406 70,405 

  固定負債     

    長期借入金 1,379 1,618 

    退職給付に係る負債 1,103 1,385 

    その他 1,347 1,107 

    固定負債合計 3,829 4,111 

  負債合計 75,236 74,516 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 12,533 12,533 

    資本剰余金 14,565 14,566 

    利益剰余金 75,239 78,822 

    自己株式 △7,826 △15,429 

    株主資本合計 94,512 90,493 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 2,435 2,008 

    繰延ヘッジ損益 － 0 

    為替換算調整勘定 △3,540 △2,582 

    退職給付に係る調整累計額 △86 △59 

    その他の包括利益累計額合計 △1,191 △633 

  新株予約権 56 61 

  非支配株主持分 11,243 12,225 

  純資産合計 104,620 102,146 

負債純資産合計 179,856 176,663 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 2014年４月１日 
 至 2014年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2015年４月１日 
 至 2015年９月30日) 

売上高 73,976 83,728 

売上原価 58,217 65,418 

売上総利益 15,758 18,309 

販売費及び一般管理費 10,483 11,586 

営業利益 5,275 6,723 

営業外収益     

  受取利息 442 505 

  受取配当金 135 111 

  その他 211 187 

  営業外収益合計 789 805 

営業外費用     

  支払利息 29 46 

  為替差損 72 66 

  その他 56 56 

  営業外費用合計 158 169 

経常利益 5,906 7,359 

特別利益     

  固定資産売却益 1 9 

  投資有価証券売却益 83 － 

  特別利益合計 84 9 

特別損失     

  固定資産除売却損 23 25 

  退職特別加算金 － 34 

  特別損失合計 23 59 

税金等調整前四半期純利益 5,967 7,309 

法人税、住民税及び事業税 1,719 1,773 

法人税等調整額 34 △62 

法人税等合計 1,754 1,710 

四半期純利益 4,213 5,598 

非支配株主に帰属する四半期純利益 879 965 

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,333 4,633 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 2014年４月１日 
 至 2014年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2015年４月１日 
 至 2015年９月30日) 

四半期純利益 4,213 5,598 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 365 △426 

  繰延ヘッジ損益 2 0 

  為替換算調整勘定 △2,299 1,229 

  退職給付に係る調整額 55 26 

  その他の包括利益合計 △1,875 828 

四半期包括利益 2,337 6,427 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 1,879 5,190 

  非支配株主に係る四半期包括利益 457 1,236 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 2014年４月１日 
 至 2014年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2015年４月１日 
 至 2015年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純利益 5,967 7,309 

  減価償却費 1,131 1,275 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） 13 206 

  受取利息及び受取配当金 △577 △617 

  賞与引当金の増減額（△は減少） △510 △573 

  工事損失引当金の増減額（△は減少） 44 △180 

  売上債権の増減額（△は増加） △1,843 586 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △115 △2,143 

  仕入債務の増減額（△は減少） 714 △1,067 

  前受金の増減額（△は減少） 4,764 △16 

  有形固定資産除売却損益（△は益） 21 15 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 292 329 

  その他 △969 △1,211 

  小計 8,935 3,913 

  法人税等の支払額 △3,793 △2,022 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 5,141 1,890 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  定期預金の預入による支出 △6,183 △9,232 

  定期預金の払戻による収入 6,853 8,055 

  有形固定資産の取得による支出 △1,618 △2,315 

  有形固定資産の売却による収入 4 23 

  投資有価証券の売却による収入 178 － 

  利息及び配当金の受取額 533 658 

  その他 △301 △290 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △532 △3,100 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の純増減額（△は減少） 1,952 1,426 

  長期借入れによる収入 － 340 

  長期借入金の返済による支出 △95 △435 

  自己株式の取得による支出 △0 △7,666 

  利息の支払額 △27 △48 

  配当金の支払額 △1,215 △1,050 

  非支配株主への配当金の支払額 △225 △248 

  その他 76 73 

  財務活動によるキャッシュ・フロー 464 △7,608 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △834 460 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,237 △8,358 

現金及び現金同等物の期首残高 20,903 30,602 

現金及び現金同等物の四半期末残高 25,141 22,244 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

    該当事項はありません。  

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、2015年４月８日の取締役会決議に基づき、自己株式6,491,400株（7,666百万円）の取得を行いました。 

この取得等により、当第２四半期連結累計期間において自己株式が7,602百万円増加し、当第２四半期連結累計期間

末において自己株式は15,429百万円となりました。 

  

（セグメント情報等） 

 Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2014年４月１日 至 2014年９月30日） 

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額68百万円には、セグメント間取引消去40百万円およびたな卸資産 

の調整額28百万円が含まれています。 

   ２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 
  

  ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

  

 Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2015年４月１日 至 2015年９月30日） 

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額△0百万円には、セグメント間取引消去２百万円およびたな卸資産

の調整額△２百万円が含まれています。 

   ２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 
  

  ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

 

            （単位：百万円） 

  

報告セグメント 

調整額 
(注１) 

四半期連 
結損益計 
算書計上 

額 
(注２) 

日本 北米 欧州 南アジア 東アジア 計 

売 上 高                 

外部顧客への売上高 27,200 7,823 265 7,422 31,264 73,976 ― 73,976 

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

2,112 8 3 ― 3,200 5,325 △5,325 ― 

計 29,313 7,832 269 7,422 34,465 79,302 △5,325 73,976 

セグメント利益又は 
損失（△） 

1,898 △571 △16 812 3,085 5,206 68 5,275 
 

            （単位：百万円） 

  

報告セグメント 

調整額 
(注１) 

四半期連 
結損益計 
算書計上 

額 
(注２) 

日本 北米 欧州 南アジア 東アジア 計 

売 上 高                 

外部顧客への売上高 28,098 10,691 228 8,756 35,953 83,728 ― 83,728 

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

2,339 27 1 1 3,956 6,326 △6,326 ― 

計 30,438 10,718 230 8,757 39,909 90,054 △6,326 83,728 

セグメント利益又は 
損失（△） 

1,951 △141 △35 1,125 3,822 6,723 △0 6,723 
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４．その他 

（１）受注及び販売の状況 

  ①受注状況 

 当第２四半期連結累計期間における国内・海外別の受注および受注残高は次のとおりです。 

 （注）上記の金額に消費税は含めていません。 

  

 （当第２四半期連結累計期間における主な受注物件） 

  

  ②販売実績（売上高） 

 当第２四半期連結累計期間における国内・海外別の販売実績（売上高）は次のとおりです。 

 （注）上記の金額に消費税は含めていません。 

  

 （当第２四半期連結累計期間における主な完成物件） 

  

 

  
受注高 

（百万円） 
前年同四半期比 

（％） 
受注残高 
（百万円） 

前期末比（％） 

国  内 34,401 △12.9 54,143 13.3 

海  外 59,908 16.2 138,048 16.0 

合  計 94,310 3.6 192,192 15.3 
 

所在地 納入先 概  要 

カナダ・オンタリオ
州 

セントロ・スクエア・コンドス ヴォーン市の高層住宅向けエレベータ17台 

マレーシア・セラン
ゴール州 

ラディア・ブキット・ジェルトン 
商業施設・オフィス・住宅から成る複合施設向けエ
レベータ・エスカレータ 計57台 

香港 
グレンイーグルス・ホンコン・ホ
スピタル 

総合病院向けエレベータ・エスカレータ 計21台 

中国・河北省 上上城理想新城 廊坊市の大規模住宅向けエレベータ132台 

アラブ首長国連邦・
ドバイ 

マリーナ106 高層住宅向けエレベータ17台 

東京都 
（仮称）松坂屋上野店南館建替計
画 

商業施設・オフィスから成る複合施設向けエレベー
タ・エスカレータ 計30台 

東京都 渋谷宮下町計画 
商業施設・オフィス・住宅から成る複合施設向けエ
レベータ・エスカレータ 

大阪市 梅田1丁目1番地計画ビル（仮称） 
商業施設・オフィスから成る大型複合施設向けエレ
ベータ・エスカレータ 計23台 

 

  
販売高 

（百万円） 
前年同四半期比 

（％） 

国  内 28,074 4.4 

海  外 55,653 18.2 

合  計 83,728 13.2 
 

所在地 納入先 概  要 

米国・テキサス州 シェブロン1400スミス 
大型オフィスビルの既設エレベータ・エスカレータ
計40台のモダニゼーション 

マレーシア・プトラ
ジャヤ 

iOiシティ・モール 
大型複合商業施設向けにエレベータ・エスカレー
タ・オートウォーク 計79台納入 

香港 
グローバル・ゲートウェイ・タワ
ー 

西九龍の高層オフィスビル向けにエレベータ・エス
カレータ 計12台納入 

中国・江西省 シャングリ・ラ ホテル南昌 
南昌市の最高級ホテル向けにエレベータ・エスカレ
ータ 計18台納入 

中国・重慶市 首創鴻恩国際生活区 
大規模住宅・商業施設向けにエレベータ・エスカレ
ータ 計160台納入 

東京都 帝京大学八王子キャンパス 
大学新校舎向けにエレベータ・エスカレータ 計38
台納入 

仙台市 
仙台市地下鉄東西線 卸町駅・連坊
駅 

2015年12月開業予定の地下鉄駅舎向けにエレベー
タ・エスカレータ 計24台納入 

大阪府吹田市 市立吹田サッカースタジアム 
Jリーグガンバ大阪のホームスタジアム向けにエレ
ベータ納入 
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